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　“防災は一人ひとりのかけ声で”を合言葉

に、本クラブは、「家庭婦人に対し、火災予

防の普及と防火思想の向上を図ること。」を

目的に、昭和52年12月21日５支部352人で発足

しました。

　最近の活動内容は、新型コロナウイルス感

染症の影響もあり、活動の縮小や中止を余儀

なくされてきましたが、クラブ員はできるこ

とをできる範囲で実施しています。

《最近の活動内容》

１.自治会の集まり等を利用し、住宅用火災

警報器の大切さを説明し、設置促進や点

検・交換の必要性を訴えています。

２.消防署が主催する火災予防運動・歳末警

戒などのキャンペーンや市が開催するイ

ベント等に参画し、婦人（女性）目線で

台所からの火災等の住宅火災をなくすた

めの広報活動を実施しています。

３.家族をはじめ近隣住民や知人・友人に地

震時の避難場所、避難方法について皆で

　高松市木太地区は、香川県高松市東部に位置

し、東には春日川、中央には詰田川が流れてお

り、北部は瀬戸内海に面しています。また、令和

４年10月１日現在で、世帯数は15,025戸、人口は

31,759人を有しています。

　平成11年に当地区で初めて自治会を単位とし

た自主防災組織が結成され、平成15年には、地区

内自主防災組織の相互連絡と調整を図るととも

に、防災意識の啓発活動を通じて、災害に強いま

ちづくりに寄与することを目的として、当連合会

を結成しました。結成以来、地域に必要な防災資

機材の整備や地域住民を対象とした防災訓練を

実施してきました。

　防災訓練においては、毎年、地域の消防団、婦

人会及び防災士等と連携して、避難参集、初期消

火、応急救護、避難所運営などを行っています。

昨年度には、高松市立木太小学校と連携し、授

業の一環として、児童を対象とした防災ビデオ学
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確認、声掛け運動を

実施しています。

４.９月の防災月間中に、

一人暮らしの高齢者

宅を訪問し、防災セッ

トの配付や住宅用火災警報器の点検をお

願いしています。

５.応急手当普及員の資格を習得し、地元の

小学校区単位で普通救命講習会を開催し

ています。

　クラブ員は、目的達成のために今後も地域

で声をかけあい、防火・防災に努めてまいり

ます。

　 全 国 の 婦 人

（女性）防火ク

ラブ員に温かい

声援とご指導、

ご協力をお願い

いたします。

習会を実施しました。学習

会では、自主防災会員が、

写真パネルや防災マップを

使用して、地域特性に基づ

く水害への備えや、過去の被害体験について話

しました。児童を通じて各家庭で地域防災につい

て話しあってもらい、防災意識を高めることがで

きたのではないかと考えております。

　今後、高い確率で発生すると言われている南

海トラフ地震を想定し、引き続き、「自分たちのま

ちは、自分たちで守る」という理念を掲げ、地域防

災に取り組んでまいります。




